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【目的】
我声はインフルエンザウイルスの2コの表面タン)1ク;16軸のEAと9種類のN
の可能な鑑み合わせを全て含む144薗類のインフルエンザAウイルスをvrru串
tibr町として億革して由れその1曲r町のHINlウイルス棟よD金粒子ワクチン
とエーテルスプリットワクチンを作製し、カニクイザルを使ってpan血nic由oo由
HINl株に対するワクチンの効果の比故を行った。きちにそのサルはいずれもM耳c
classl分子にM血-Al*052:02を持ち,ぺプチ14抗原に特異的な反応があるか調べた。
【方按・辞果】　　　　　　　　　　　　.
カニクイザルに全粒子ワクチンまたはエーテルスプ1)ットワクチンを苫回境租し.
粒子ワクチン群の血稗ではエ-テルスプリットワクチン群の血清よりもワクチン株
A/swine/Hou由血招/1981虹1Nl)の中和価が高かった.エーテルスプリットワクチ
ンを2回療種したサルの血清のJlンデミックウイルス血肘由軸a/1/2009田1Nl)虹対
する中和能杜金粒子ワクチンを1回接種したものと同等であった。ハンデミックウイ
ルス感染後.対照群からウイルスが6日開検出されたの虹対し,全粒子ワクチン群で
は2.67日、エーテル処理ワクチン群で性5.33日間検出された. /1ンデミックウイル
ス虹対する中和抗体反応やM姐・Al★052:02と患合するNP2飽-270に対する抗原特
異的な細胞障事態T轍胞の反応はエーテルスプリットワクチン群よりも金粒子ワク
チン群のほうがより迅速かつ憩<瓢めた。
(備考) 1.輸文内容要旨は.研究の目的・方法・撤兵.考察・籍静の腰に把載し. 2千宇
軽度でタイプ等で印字すること.
2. ※印の柵には田入しないこと.
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金粒子ワクチンは免疫罷聴講等・免疫席性・交襲反応においてエーテルスプリットワ
クチンより鹿れていたことが分かった.まずCD8+ T細胞にHP262-270を加R.ること
虹よりIFN-T陽性のCD8+ T細胞の部会が全粒子ワクチン群でより高かったことか
a.メモリrT細胞を串り多く誘導していたこと桝分かった。また抗体の漉虎が全粒
子ワクチン群で高かったことかちもより強<免疫反応を辞等していることが分かっ
た。そして全敗干ワクチン辞の血清はワクチン株だけではな<、攻撃株に対して亀中
和龍を羅軌その態尭ウイルスが全粒子ワクチン群で低かゥたことかち交差反応性抗
体も誘導していたことと考えられた.
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我々のvirus lib池野から作ったワクチンはカニタイザ)打だ/1ンヂミックインフルエ
ンザウイルス感染に対して効果を散乱全粒子ワクチンはエーテルスプリットワクチ
ンよりも効果的であった。
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(学位静文辞重の結果の事酎 ボイン
ウイルスライブヲ9-由来金粒子インフ)Vs-ンザワクチンにより辞辞される}1ンヂミックイン
フルエンザウイルスに対する免疫応啓について鵬C-d色SB I柵肋fa-Al'OS苫:02防性のカニク
イザルを用いて検肘し以下の点を明らかにした.
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1)一般に用いられるエーテルスプリットワクチンと比放して金粒子ワクチンは、速やかに抗
原特異的血清I曲I曲IeAを誘導し、高力価の抗ウイルス中和培性を鼻睦外分泌液中に帯革し
た.　　　　　　　　　　　　　　　-
2)金粒子ワクチンはエーテルスブy ・Jトワクチンと比放して. UHC-class I拘束性のインフ
*サンザウイルス由来ペプチド特異的CD8十キラーT細胞を効率よく麟した.
3)金粒子ワクチン推、スプp vトワクチンと比敬してJlンヂミックインフルエンザウイルス
遠望EggiD IBaP
本玲文は、カニクイザルを用いて、インフルエンザウイルス金粒子ワクチンの有用性について
新しい知見を与えたものであり、脚験として独文内容に関連した群間を受け食輸したので、
博士(直撃)の学位論文に催するものと艶められた。
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